
 

 

 

 

 

 

落し谷池 版 
このマップでは、落し谷池が決壊し、全

ての貯水量が流出する状況を想定して

います。 



 
落し谷池 版  

浸水時の最大浸水深〔色の区分〕 
 

 

休養センター 

いいみち館 

貴生川小学校 

高山会館 

西内貴農事改良センター 

貴生川児童クラブ 

貴生川駅前集会所 

三本柳公民館 

「鳥居」へ避難

「稲荷」へ避難 
南側へ避難

2階へ避難

流木等で詰まりやすい

台風 18 号(平成 25 年)による
倒木が多く放置されている 

(その他意見や情報など) 
 

・大きな地震(震度 5以上)が 
発生した時は、とりあえず 
高台に避難する。 

・非かんがい期には、ため池 
の水位を低く保つように管 
理する。 

・ため池の決壊を知らせるよ 
うな警報装置等の検討。 

大雨時に浸水しやすい 

かふかの丘区集会所 

昭和 44 年、工事中に川合谷池が決壊した時は、このあたり 
まで浸水した(田んぼ伝いに上流から順番に水が押し寄せた) 

【ため池ハザードマップについての説明】 
・ため池の水が満水状態で決壊し、全ての水が下流へ流れてきた場合

の想定最大浸水深を示しています。 

・地震単独でのため池決壊を想定しており、大雨と重複した場合の想

定はしていません 

・谷合にあるため池のため、堤高が最も高い堤体中央部が決壊するも

のとして検討しています。 

・解析結果は、浸水範囲がやや大きくなる傾向があります。地震によ

るため池決壊時に想定される浸水区域を着色して示しています。た

だし、大雨時には周辺の河川等が氾濫し、着色した範囲を超えて浸

水することも考えられるので留意が必要です。 

・参考情報として大雨時に発生することが予想される土石流の危険区

域（甲賀市防災マップによる）を記載しています。大雨時には土石

流が発生する可能性がありますので、避難する場合には周辺状況に

留意が必要です。 

 

【ため池決壊時の被害軽減のポイント】 
・これまでに経験したことのない大きな地震があった場合は、浸水す

る場所からすぐに避難する行動が重要です。 

・非かんがい期には、ため池の水位を下げることも重要です。 

危険箇所・過去の被災箇所 
 

 

 

 

 

 

 

住民の方から伺った地域の危険箇所や過去 

に災害があった箇所 

浸水到達時間 
 

 

 

 

 

 

 

 
ため池が決壊してから水が到達 

するまでの時間 
(地震が発生してからの時間ではありません) 

3 分後

5 分後

10 分後

ため池

水の流れが 2 手に分かれる
可能性がある 

「陽だまり坂」へ避難

土砂災害危険区域 
 

急傾斜地の崩壊 
 
土石流（参考） 

 

大雨時に発生する可能性があ

るため、避難時に留意が必要な

区域 

避難所 
 

一次避難所 

 身近にある地域の集会所等で、 

 まず最初に避難する施設 
 
 

二次避難所 

 広域的な避難や大規模な収容が 

 必要な場合に開設される施設 

 

滋賀県により、平成 14 年に 
土砂災害危険区域(土石流) 
に指定されている 


